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科目名

（科目番号）

可知　謙治

循環器系疾患(2)

循環器系疾患(1)

到達目標：狭心症、心筋梗塞について病因と病態、症状、診断、治療がわかる。
学習内容：虚血性心疾患の病態と治療を学ぶ。

授業概要

準備学習 毎回の授業について少なくとも1時間程度の予習・復習をすること。

病気はなぜ起こるのか、病気によって症状が異なるのはなぜか、普遍的で重要な疾病を中心に、人体の構造と機能
で学んだ知識をもとに病態生理・病理学的事項を理解し、症状と治療の概略にも触れる。この授業では①脳卒中、
認知症など頭頚部の主な疾病、②狭心症・心筋梗塞など胸部の主な疾病、③消化性潰瘍・肝炎など消化器の主な疾
病を取り上げる。教科書と視聴覚教材を利用し、疾病の特徴を視覚的に理解する。

到達目標・学習内容

消化管疾患(2)

肝・胆・膵疾患(3)
到達目標：膵炎、胆嚢炎などについて病因と病態、症状、診断、治療がわかる。
学習内容：膵・胆道疾患の病態と治療を学ぶ。

到達目標：炎症性腸疾患、イレウスなどについて病因と病態、症状、診断、治療がわか
る。
学習内容：下部消化管疾患の病態と治療を学ぶ。

到達目標：心不全、動脈硬化について病因と病態、症状、診断、治療がわかる。
学習内容：心不全などの病態と治療を学ぶ。

D302研究室

疾病の成り立ちⅠ

（時間割参照）

時間割表参照教員名

肝・胆・膵疾患(2)

到達目標：不整脈について病因と病態、症状、診断、治療がわかる。
学習内容：不整脈の病態と治療を学ぶ。

循環器系疾患(3)

到達目標：腎・尿路疾患の病因と病態、症状、診断、治療がわかる。
学習内容：腎・尿路疾患の概要を学ぶ。

到達目標：高血圧について病因と病態、症状、診断、治療がわかる。
学習内容：高血圧の病態と治療を学ぶ。

神経系疾患(1)

到達目標：かぜ症候群、急性気管支炎、肺炎などについて病因と病態、症状、診
断、治療がわかる。
学習内容：上気道および下気道感染症の病態と治療を学ぶ。

到達目標：アルツハイマー病などについて病因と病態、症状、診断、治療がわか
る。
学習内容：認知症やパーキンソン病などの病態と治療を学ぶ。

到達目標：脳出血、脳梗塞について病因と病態、症状、診断、治療がわかる。
学習内容：脳血管障害の病態と治療を学ぶ。

到達目標：慢性閉塞性肺疾患について病因と病態、症状、診断、治療がわかる。
学習内容：慢性閉塞性肺疾患の病態と治療を学ぶ。

到達目標：気管支喘息について病因と病態、症状、診断、治療がわかる。
学習内容：気管支喘息の病態と治療を学ぶ。

神経系疾患(2)

教員からの
メッセージ

栄養科学イラストレイテッド
臨床医学　疾病の成り立ち 第3版

内科学（第12版）

1年次に履修した人体の構造と機能をはじめとするさまざまな科目の知識が、疾患の病態理解に役立つことでしょう。自分と家
族の健康維持のために、身近な病気を理解し予防に取り組みましょう。また、健康情報が溢れる今だからこそ科学的根拠に基
づく医療を学びましょう。疾病の成り立ちでは主要な疾患を中心に見て行きます。病院に勤務した医師がこの授業を担当しま
す。オンライン授業に伴い授業計画に変更がある場合は、オンラインクラスでシラバスの変更を周知します。

参考図書

羊土社田中明、藤岡由夫編

矢崎義雄・小室一成総編集

教科書

朝倉書店

対面時、オンライン時ともに期末試験の成績（100%）で評価する。

腎・尿路系疾患

呼吸器系疾患(3)

呼吸器系疾患(2)

目的・目標
目的：「臨床栄養学」や「栄養教育論」を学ぶ前提として、どのような栄養療法が有効なのか理解できるように疾病
の病態について十分な知識を持つ。
目標：主要な疾患の病因・病態、臨床症状、検査・診断、治療について理解する。

授業項目

オリエンテーション
消化管疾患(1)

肝・胆・膵疾患(1)

授
業
計
画

循環器系疾患(4)

呼吸器系疾患(1)

成績評価の
方法・基準

到達目標：胃炎、胃・十二指腸潰瘍などについて病因と病態、症状、診断、治療がわか
る。
学習内容：上部消化管疾患の病態と治療を学ぶ。

到達目標：急性肝炎、慢性肝炎などについて病因と病態、症状、診断、治療がわ
かる。
学習内容：肝疾患の病態と治療を学ぶ。
到達目標：肝硬変、脂肪肝などについて病因と病態、症状、診断、治療がわか
る。
学習内容：肝疾患の病態と治療を学ぶ。


